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への適用を通じ ， HSA の有効性を示している。
第 3 章「システム構造分析システム -PPDS システム」では，構造化の過程において，システム分
析者と計算機との間で実施される繰り返し反復作業の効率化のための対話型システム構造分析システ
ムを提案している。システムの持つ構造化アルゴリズム，機能，適用例などを述べている。





















ムである PPDS システム (Planning Procedure to Develop Systems )を開発している。こ
のシステムは構造解析のみでなく，目的樹木の作成やシステム開発手順の立案等，幅広い用途に利
用できる。また本システムで用いられているデータ入力方式および出力のディスプレイ方式は，複
数の分析者による討論の整理にも有効で、ある。
(3) システムの目的の構造化の一手法である目的樹木の作成方法として，関与者利害関連表，階層的
構造化アルゴリズムによる見直し法， PPDS システムによる修正支援等よりなる手法を提案してい
る。その結果，従来作成が困難であった項目数200を越える大規模な目的樹木が作成できること，
項目数100程度の目的樹木の作成においても従来の 1/2 以下の工数しか必要としないこと等を示し
ている。
(4) システムの目的構造の分析とシステム代替案の作成評価との関連を解析するための一例として，
ある廃液処理プラントをとり上げ，その信頼性評価を行っている。評価基準として「あふれ確率」
なる量を定義し，その数値を用いてプラントが故障か否かを判定する方法を示すとともに，この確
率値の具体的な算定方法を示し，実用に供している。
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以上のように，本論文は大規模かっ複雑なシステムの解析ならびに計画における実用的な手順や方
策を示しており，システム工学に寄与するところが極めて大である口よって本論文は博士論文として
価{直あるものと認;める。
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